
■ 自由参観、ありがとうございました ■
６月１7日（火）、自由参観日にはたくさんの保護者のみな様、CSのみなさまにお越しいただ

き、子どもたちの学びの様子をご参観いただきありがとうございました。互いに学び合う協働的

な学びの姿や、タブレットを使いながら主体的に学ぶ姿をご覧いただけたと思います。また、今年

度は、人権学習の授業も公開させていただきました。下記に記載しました嬉野中学校区の「めざ

す子ども像」を念頭に置きながら、９年間のカリキュラムにもとづき取組を進めてまいります。

なお、後期の自由参観日は１１月１９日（火）を予定しております。各学年が取り組んでいる「地

域探究学習」の様子をご覧いただきたいと思っております。よろしくお願いいたします。

■ 嬉野中学校区の人権教育について ■

嬉野中校区小中学校がめざす子ども像

自他を大切な存在として認め合い、互いの可能性を高め合い、

人権問題の解決に向けて共に行動できる子ども

嬉野中校区の教職員は、なかまづくりを基盤にして人権学

習や地域学習に取り組み、嬉野中学校区の子どもたちが、小・

中学校生活を経て、発達段階に応じて設定した「めざす子ど

も像」に近づけるよう日々過ごしています。

昨日、「嬉野中学校区の人権学習について」というプリント

をお子様にお渡ししました。ぜひ、ご家庭でご覧いただき、お

子様の学ぶ様子を知っていただいた上、ご家庭でも学んだこ

とを話題にして、お子様と保護者の方々それぞれの思いを伝

え合う機会を作っていただければと思います。何卒、本校の

人権学習・地域学習へのご理解とご協力をお願いします。

また、三重県教育委員会から、インターネットの危険性に関

する情報や、ＳＮＳトラブルへの対処等について整理・更新し

た「インターネットを安全に利用しましょう」が配付しされまし

た。きずなメールでも配信しますので、ご一読ください。

■ 安心安全なプール授業のために・着衣水泳も ■
６月１２日（木）に５・６年生が、１３日（金）に４年生がプール掃除をしてくれました。プールの中

だけではなく、プールサイドのぬめりなど、みんなが安全に授業ができるように、しっかり磨いて

くれました。１７日（火）の自由参観日には、8名の保護者の方に安全確認をしていただきました。

また、プール見守りボランティアに、たくさんの保護者のみな様、地域のみな様にご協力いただ

き、本当にありがとうございます。当日の天候により授業が中止になるなど、急な予定変更もご

ざいますが、何卒、ご理解・ご協力をお願いいたします。学校でも、遊泳中の安全確認やプールサ

イドの歩行指導など、安全管理に努めてまいります。さらに、今年度は水難防止を踏まえ、５・６年

生が着衣水泳を行います。準備・洗濯などお手数をおかけしますが、よろしくお願いいたします。
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■豊田小学校の熱中症対策について■
連日、暑い日が続いております。本校では文部科学省の「学校における熱中症対策

ガイドライン」及び松阪市のガイドラインに基づき、熱中症対策を行っています。９月までの

本校の取組について説明させていただきます。ご家庭での相談、判断のご協力をお願いします。

１ 暑さ指数（WBGT）に基づいた、学校活動の判断について

環境省から人間の熱バランスに影響が大きいとされる「気温・湿度・輻射熱」の３つを取り入

れた温度の指標として「暑さ指数」が示されております。学校においても暑さ指数計を準備し、

日々計測しています。下記のような学校における熱中症対策ガイドラインの指数の基準に基づ

き、体育の授業内容の変更、外遊びの中止や水泳の中止の判断をさせていただきます。

３１℃以上 運動は原則中止 本

暑さ指数 校

WBGT ２８～３１℃ 厳重警戒：激しい運動は中止（こまめに休憩を取る） の

指

２５～２８℃ 警戒：積極的に休憩 数

計

また、粥見にある松阪市のアメダス観測点で、この暑さ指数が朝の時点で、３５℃になった

場合、熱中症特別警戒アラートとなり松阪市内の全小中学校及び県立学校は休校になります。

２ ６月２３日（月）～１０月１０日（金）までの登下校の対策について

これまでも、登下校時の熱中症対策としまして、「日傘・クールネック・冷感タオル」の使用は

可能とさせていただいておりました。さらに、暑さが増してきますので、ヘルメットとランドセ

ル、スポーツドリンクにつきまして下記のようにご家庭での対応をお願いさせていただきます。

当日の暑さ指数や気温、並びにお子様の体調により、６月２３日（月）～１０月１０日（金）の期間

○ヘルメットではなく帽子着用への変更

○ランドセルではなくバックパック・リュックサック（両手が空くもの）への変更

○糖分の過剰摂取にならないようご配慮いただいた上での、スポーツドリンクの持参

をご家庭でご判断いただき、選択していただいて結構です。

ヘルメットにつきましては、小学生の列に車が追突するなどの防ぎようのない事故、過去に

あった地震で壁が倒れるなどの事故対応として、日常の着用をお願いしております。これらの

事例も踏まえていただきながら、暑さや体調を鑑み、ご判断をお願いいたします。

また、週末や夏休み中など、ご家庭での熱中症対策もよろしくお願いいたします。

https://www.wbgt.env.go.jp/sp/wbgt_lp.php （環境省熱中症予防情報サイトです。）

また、水分補給のための水筒の持ち方の注意点につきまして、前号でお伝えとお願いをしま

した。すべての希望を叶える持ち方の選択が悩ましい所ではありますが、水筒を首からあるい

はななめ掛けしている時には走ったりしないよう、ご家庭でもお声がけをお願いいたします。

https://www.wbgt.env.go.jp/sp/wbgt_lp.php



